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論文内容要旨
 根管治療の失敗の原因については,根管に残された死腔が重要な役割を演ずるとする説と感染
 によるとするものとに大別されるが,それぞれ単独で生体に為害性をおよぼすことよりも,互に
 かかわり合いを持って生体に作用し,所謂根尖病巣を形成する場合が多いと考えられる。そこで・
 根管模型と根尖病巣を有した人の抜去歯を家兎の皮下に埋没し,象牙根管模型では,無菌状態に
 おける死腔の周臨組織におよぼす影響をしらべ,根尖病巣を有する抜去歯では,感染源の影響お
 よび死腔と感染とのかかわり合い方を検索した。
 根管模型は,象牙製で長さ8蛇籠,外径3簾,内径2繊の大きさとし,根尖孔相当部を1号,3
 号,または6号リーマーで開口し,他端をガッタパーチャで閉鎖,酸化エチレンガスで滅菌し,
 抜去歯は,次のような処置を施し,家兎の皮下に埋没した。
 ①根管拡大をしないで,根表面のみを滅菌。
 ②根管拡大をしないで,歯根全体を滅菌。
 ③根管拡大後,歯根表面のみを滅菌。
 ④根管拡大後,歯根全体を滅菌。
 ⑤根管拡大,根管充填後,歯根表面を滅菌。
 ⑥根管拡大,FC24時間貼布,根管充填後,歯根表面を滅菌。
 埋没期間は象牙根管模型では,2週,1ケ月,3ケ月,および6ケ月,抜去歯では,1ケ月,
 および3ケ月とし,根尖周囲組織の変化を病理組織学的に観察した。
 1.根管模型を埋没した場合。
 1)根管内へは,息肉の増殖,進入が見られ,根管開口部が大きい程,埋没期間が長い程増殖程
 度は強かった。
 2)無菌状態においても根管開口部周囲に・炎症反応が認められ,その程度は,開口部が小さい程・
 また埋没期間が短い程強かった。
 3)埋没期間が3ケ月以上となると,根管内に生じた壊死細胞や壊死組織に石灰沈着が認めら
 れるようになった0
 4)3ケ月以上埋没したものでは,根管内の息肉と根尖周囲組織に強い充血が認められた。
 皿.抜去歯を埋没した場合
 1)根管処置を施さない場合,歯根の滅菌法に関係なく,1ケ月間埋没例に.おいて膿瘍形成や
 強い炎症性反応が見られたが,3ケ月間埋没例では,炎症が軽減していた。
 2)根管拡大を施した歯牙では,根管拡大を施さないものに比べ,根尖周囲組織の炎症性反応は
 軽度であった。
 3)根管拡大後根管充填を施した場合には,根管拡大のみを行ったものよりも,根尖周囲組織の
 炎症性反応は軽微で線維化が進んでいた。
 以上の結果から,根管に残こされた死腔が,たとえ無菌状態であっても,根尖歯周組織に刺激
 となっていることが再確認されたが,その程度は余り強くなく,そこに感染が生じて始めて根尖
 歯周組織に強い為害性を示すことが推察された。
 なお,根管治療における根管拡大の重要性が実験的に証明された。
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審査結果要旨
 本論文は1根管内死腔及び根管内容物の根尖病巣成り立ちにおよぼす影響を検索したものである。
 根管内の感染が,根尖歯周組織に刺激し,根尖病巣の成り立ちに大きな役割を演ずることは古
 くから知られていたが,根管に残された死腔については,無菌状態であっても,死腔に貯留した
 浸出液が分解され,根尖歯周組織に対する刺激源となるとするものと,死腔が歯周組織からの肉
 芽組織でみたされ,全く刺激源とはならないとするものとに分かれている。
 本論文によると,象牙を用いて作った根管模型の家兎背部皮下組織への埋没実験では,開口部
 の大小により根尖周囲組織の炎症反応に若干の差が見られ,開口部の直径の最も小さい0.2伽πの
 ものでは,6ケ月間の長期間経過後においても,なお開口部周囲に炎症性反応が見られている。
 しかし,根管模型内に感染源を入れた場合に比較すると,その反応は著しく弱く,無菌状態では,
 根管内が空の場合には,死腔の周囲組織に対する刺激性は,さほど大きくないことを示している。
 根尖病巣を有した人の歯の家兎皮下組織への埋没実験では,根管に全く手を触れない場合には,
 実験歯の表面のみを滅菌したか全体を滅菌したかに関係なく,根尖周囲組織に極めて強い炎症反
 応を生じ,根管内容物の除去及び根管充填を施した場合,すなわち,感染源の死腔の閉鎖を行っ
 たときには,根尖周囲組織の炎症性反応が極めて軽微となることを明らかにしている。これらの
 ことは,'根尖病巣の成り立ちのためには,根管に残された死腔そのものよりも,その内容物が重
 要な役割を演じていることを証明している。従って,根管処置における根管拡大の重要性が,本
 研究によって実験的に確認されたことは勿論であるが,細菌を除く他の根管内容物が,根尖周囲
 組織に対し刺激源とならないよう無害化する今後の研究向方を示唆しているものである。根管処
 置の成功率を高めるためにも,また,現在歯科治療の中で最も難しい処置の一つに挙げられてい
 る根管処置を簡易化するためにも興味ある問題である。根管処置法の従来の概念を覆し,根管に
 手を触れることなく根尖病巣を治癒させる新しい治療法開発の第一歩を記したものと評価される。
 よって,本論は十分学位授与に値するものと認める。
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